
県民総ぐるみで飲酒運転根絶！
「飲酒運転をしない　させない　許さない」　

　

基地対策課 　電話：098-866-2460    FAX：098-869-8979問い合わせ 

　県では、今一度、沖縄の基地問題に関する正確な情報を県内外に発信し、国民一人一人がこの問題を当事者と
して考え、解決に向けた議論を深める機会を創出することを目的に、「米軍基地問題情報発信強化事業」を実施し
ています。
　今年度は、シンポジウムを県内外で開催予定となっており、去る９月には「若者と考える米軍基地と沖縄の未
来」を県内で開催しました。今回のシンポジウムでは、県民生活の中にどのように米軍基地が影響しているのか
ということを知事を含む５人の登壇者と参加者で確認した上で、沖縄のあるべき姿、沖縄の未来をみんなで話し
合いました。登壇したタレントのりゅうちぇるさんが「SNSを使って平和について考えるきっかけを作ったりし
ながら、考えをシェアしていきたい。」と述べました。
　また、玉城知事は「子ども達が笑顔で暮らしていける社会や世界にするためには、どうすればよいかというこ
とを自分が正しいと思える価値観で皆さんと共有していきたい。」と述べました。
　当日の様子は、県公式YouTubeに公開しておりますので、ぜひご覧ください。

第8回

～沖縄の発展のあゆみや将来の可能性、見て、知って、考える機会としよう～

　このほか、沖縄の歴史的・地理的特性を生かして、アジア太平洋地域の緊張緩和と信頼醸成に寄与することを
目的に「アジア太平洋地域平和連携推進事業」を実施しており、年度末には本事業の趣旨等を県内外に広く発信
するためのシンポジウムの開催も予定しています。

YouTubeでも
視聴できます。

基地対策課HPで
公開しています。

復帰50周年シンポジウム「若者と考える米軍基地と沖縄の未来」を開催

アジア太平洋地域の緊張緩和と信頼醸成に寄与

県公式YouTube

「沖縄から伝えたい米軍基地の話。
Q&A book」

シンポジウムの様子
基地対策課HP

　両事業ともオンライン参加が可能なシンポジウムを予定していますので、ぜひご一緒に日
本を取り巻く安全保障環境の変化や日米同盟及び在日・在沖米軍の役割、アジア太平洋地域
の緊張緩和と信頼醸成の構築等について考える機会としていただきたいと考えています。　
　開催情報については、県のホームページ等でお知らせしますので、ぜひご参加ください。

復帰50周年特設サイト

県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。また、公共機関や
銀行、病院など多くの方々が利用する施設でもご覧いただけます。新規設
置施設も受付致しておりますので、関心のある方は広報課までご連絡くだ
さい。なお、全世帯向けの個別配布は致しかねます。ご了承ください。

146万8,634人
※前月比44人の減少

63万2,082世帯
※前月比470の増加

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

沖縄ならではの食材が並ぶ市
場はお店の方やおばぁたちの
パワーに溢れています。市場を
歩く観光客や県民がパワーを
もらって笑顔になって楽しんで
いる雰囲気をイメージして制作
しました。

今月の表紙

「活気溢れる市場」
山里 美紀子

沖縄県庁広報課
公式LINE

総人口 世帯数

@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式ツイッター

@okinawa_pref

復帰50周年記念事業

県政フラッシュ
特集：県職員の給与の状況
沖縄あんやたんかんやたん -2002年～2006年編-
自分の目標を実現するため、学習塾へ通いませんか？
県の動き１
県の動き２
あの作品のロケ地へGO! 美ら島ロケ地めぐり［粟国村］
県の動き3（令和4年度 沖縄県功労者表彰式）
情報ひろば
県の動き4（高校生が考える「いじめ防止と命の大切さ」）
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（飲酒運転の根絶に向けて）

（スマホアプリでちょっとした健康づくり）
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